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1
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別
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成
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③
　
世
論
調
査
か
ら
み
た
党
支
持
層
の
特
質

　
　
1
　
日
本
共
産
党
支
持
層

　
　
2
　
イ
タ
リ
ア
共
産
党
支
持
層

　
　
3
　
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
支
持
層

　
参
考
文
　
献

皿
　
組
織
構
造

N
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

V
’
先
進
国
型
共
産
党
の
将
来

は
　
　
じ
　
　
め
　
　
に

（
以
上
本
号
）

　
本
稿
の
目
的
は
、
フ
ラ
ソ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
三
ケ
国
の
共
産
党
の
支
持
基
盤
、
党
員
構
成
、
組
織
構
造
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

っ
た
い
く
つ
か
の
項
目
に
つ
い
て
、
比
較
政
治
社
会
学
の
立
場
か
ら
比
較
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。
三
ケ
国
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
先

進
資
本
主
義
諸
国
の
中
で
、
こ
の
三
ケ
国
の
共
産
党
の
党
勢
は
、
得
票
数
、
党
員
数
、
機
関
紙
発
行
部
数
と
い
っ
た
数
量
的
指
標
で
み

て
も
強
く
、
そ
の
う
え
、
各
国
の
歴
史
的
伝
統
、
政
治
状
況
の
差
異
は
あ
れ
、
三
ケ
国
の
共
産
党
は
そ
れ
ぞ
れ
、
先
進
資
本
主
義
国
に

お
け
る
、
「
社
会
主
義
・
共
産
主
義
へ
の
道
」
を
真
剣
に
模
索
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
す
で
に
三
ケ
国
の
共
産
党
に
つ
い
て
は
、
そ
の
綱
領
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
基
本
的
政
治
路
線
に
つ
い
て
、
多
く
の
研
究
な
い
し
論
稿

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
特
に
フ
ラ
ソ
ス
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
二
年
六
月
末
、
共
産
党
、
社
会
党
、
左
派
急
進
党
の
三
党
に
よ
っ
て
承

認
さ
れ
た
共
同
政
府
綱
領
が
成
立
し
た
が
、
共
同
綱
領
の
全
訳
も
公
表
さ
れ
、
そ
の
意
義
、
問
題
点
に
つ
い
て
も
論
稿
が
多
く
発
表
さ
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4

れ
て
い
る
。
ま
た
日
本
共
産
党
も
一
九
七
三
年
一
一
月
の
第
一
二
回
党
大
会
で
民
主
連
合
政
府
綱
領
を
決
定
し
た
が
、
こ
の
綱
領
を
め

ぐ
る
問
題
点
に
つ
い
て
も
多
く
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
共
産
党
の
場
合
は
、
フ
ラ
ン
ス
型
の
共
同
綱
領
は
公
表
さ
れ
て

い
な
い
が
、
第
一
三
回
党
大
会
（
一
九
六
九
年
）
で
決
め
た
路
線
が
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
に
お
い
て
新
し
い
共
同
政
府
綱
領
決
定
の
さ

い
参
考
に
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
三
ケ
国
の
共
産
党
に
つ
い
て
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
路
線
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
い
が
、
党
の
体
質
、
支
持
基
盤
に
つ
い

て
の
政
治
社
会
学
的
分
析
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
研
究
の
ア
γ
バ
ラ
ン
ス
を
う
め
る
た
め
の

序
論
的
役
割
を
は
た
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
フ
ラ
ソ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
三
国
の
共
産
党
の
詳
細
な
分
析
に
つ
い
て
は
、
今

後
機
会
を
み
て
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。

1

得
票
動
向
の
変
化
と
特
徴

　
こ
こ
で
は
ま
ず
、
日
・
仏
・
伊
共
産
党
の
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
約
三
〇
年
間
の
得
票
動
向
を
時
系
列
的
分
に
分
析
す
る
。
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
仏
・
伊
以
外
の
先
進
資
本
主
義
諸
国
に
お
け
る
共
産
党
の
得
票
動
向
に
つ
い
て
も
分
析
す
る
。
つ
ぎ
に
、
日
・
仏
・

伊
の
共
産
党
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
国
内
に
お
け
る
地
域
別
得
票
動
向
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
三
ケ
国
共
産
党
の
地
域
別
得
票
偏
差
を

分
析
す
る
こ
と
は
、
支
持
基
盤
の
特
質
を
み
る
上
で
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　
ω
　
日
・
仏
・
伊
共
産
党
の
得
票
動
向

ま
ず
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
か
ら
み
て
い
こ
麗

第
二
次
大
戦
後
の
得
票
数
、
得
票
率
（
対
有
効
得
票
数
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
、
　
一
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九
五
六
年
ま
で
の
第
四
共
和
政
（
一
九
五
ハ
年
八
月
ま
で
続
く
）
下
の
選
挙
で

は
、
共
産
党
は
有
効
得
票
数
の
四
分
の
一
強
の
得
票
率
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五

八
年
一
一
月
の
第
五
共
和
政
下
の
選
挙
で
は
、
二
〇
％
を
割
っ
て
、
一
九
．
二

％
ま
で
得
票
率
は
下
っ
た
。
以
後
、
一
九
六
二
年
・
六
七
年
の
二
回
の
選
挙
で

次
第
に
得
票
率
を
回
復
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
一
九
六
八
年
、
い
わ
ゆ
る
「
五
月

革
命
」
後
に
お
け
る
総
選
挙
で
、
二
・
五
％
得
票
率
を
下
げ
、
二
〇
％
に
な
っ

た
。
一
九
七
〇
年
代
に
は
い
っ
て
、
七
三
年
三
月
の
選
挙
で
は
七
二
月
六
月
の

社
共
の
共
同
政
府
綱
領
成
立
後
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
や
や
持
ち
な
お
し
て
、

得
票
率
は
二
一
・
三
％
と
な
っ
た
。
一
方
議
席
数
の
動
き
を
み
る
と
、
一
九
五

一
年
の
選
挙
で
一
〇
〇
議
席
以
下
と
な
っ
た
が
、
第
四
共
和
政
下
で
は
大
体
、

一
四
〇
議
席
以
上
を
獲
得
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
五
共
和
政
に
な
っ
て
か

ら
、
選
挙
制
度
の
改
正
が
大
き
く
影
響
し
て
、
一
九
五
八
年
の
選
挙
で
は
、
一

挙
に
、
一
〇
議
席
に
ま
で
減
少
し
た
。
ド
ゴ
ー
ル
の
登
場
に
よ
っ
て
、
第
四
共

党産
共スン

ラ
フ

数席
議率票

得
数
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搦
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ω

隔
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磁珀林”畑
0
°

い
る

つ
あ

に
て

数
し

席
算

議
計，

を

数
け

票
だ

得
字注

和
政
時
代
の
共
産
党
支
持
層
が
ド
ゴ
ー
ル
派
の
支
持
に
移
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
（
共
産
党
の
得
票
率
は
、
五
六
年
の
二
五
．
九
％
か

ら
、
五
八
年
に
は
一
九
・
二
弩
に
ま
で
減
少
）
が
、
議
席
数
の
大
巾
な
減
少
に
は
、
選
挙
制
度
の
改
正
と
い
う
技
術
的
要
因
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
つ
ぎ
に
イ
タ
リ
ァ
共
産
党
を
み
て
み
よ
う
。
得
票
数
、
得
票
率
の
推
移
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
イ
タ
リ
ア
共
産
党
は
、
第
二
次
大
戦
後
か
ら
一
九
五
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
得
票
率
も
二
〇
％
か
ら
二
三
％
の
間
を
横
ぽ
い
の
状
態



5
6

を
続
け
て
い
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
、
得
票
数
、
率
、
議
席
数
と
も
次

第
に
伸
ば
し
て
き
た
。
一
九
六
三
年
に
は
、
得
票
率
は
二
五
％
を
越
え
、
議
席
数
も
一
六

六
と
な
っ
た
。
一
九
六
八
年
、
七
二
年
に
は
二
七
％
前
後
、
議
席
数
も
一
七
七
を
越
え
て

い
る
。
一
九
六
〇
年
代
に
イ
タ
リ
ア
共
産
党
が
伸
び
た
最
大
の
理
由
は
、
一
九
六
二
年
以

来
、
政
権
を
担
当
し
て
い
る
中
道
左
派
政
権
が
、
イ
ン
フ
レ
を
終
息
さ
す
こ
と
が
で
き
ず
、

年
金
生
活
者
の
老
年
令
層
や
、
労
働
者
の
不
満
を
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

党
産

共
本

日

数席
議

率
票

得
数票

得
年

挙
選

4
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瀧
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8
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な愈
ん

含を数
者選

当

率数
票得

の
同洪

゜
革
い

＊

　
最
後
に
日
本
共
産
党
で
あ
る
。

第
二
三
回
（
一
九
四
七
年
）
以

降
の
得
票
数
、
議
席
の
動
向
は

つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
過
去
約
二
五
年
間
に
実
施
し

た
一
一
回
の
総
選
挙
で
、
一
九

党産
共ア

リタイ

数席議
率

票得数票得年
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選
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Q
4
　
0
4
　
9
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1
　
　
1
⊥
　
　
1
　
　
1

のみの産共は
内）

《
挙選で線戦

民
人

社
数

・
席

共
議注

＊

七
二
年
一
二
月
の
選
挙
で
は
じ
め
て
、
得
票
率
が
一
〇
％
を
越
え
た
。
一
九

四
九
年
の
選
挙
で
は
、
社
会
党
首
班
の
連
立
内
閣
の
汚
職
事
件
も
あ
っ
て
、

社
会
党
の
支
持
が
大
巾
に
下
っ
て
共
産
党
が
進
出
し
た
。
そ
れ
で
も
得
票
率

は
、
九
．
七
％
と
一
〇
％
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
議
席
数
も
三
五
議
席

に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
れ
以
後
一
九
五
〇
年
代
は
、
レ
ツ
ド
・
パ
ー
ジ
に
よ
っ

て
党
の
公
的
活
動
が
禁
止
さ
れ
、
ま
た
党
の
方
針
が
武
力
軍
事
革
命
方
式
に
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先5
7

粉
推率票得

悌捌
に

間
年3

0
約去

樋得
票
率

、

年
代

き
り
か
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
支
持
を
失
な
い
、

一
九
五
二
年
の
総
選
挙
で
は
議
席
0
と
な
っ
た
。
一
九

五
〇
年
代
は
得
票
率
も
二
％
台
を
低
迷
し
て
い
た
。
一

九
六
〇
年
代
に
は
い
っ
て
、
第
八
回
党
大
会
以
後
は
、

党
の
方
針
も
変
更
さ
れ
、
新
綱
領
も
決
定
さ
れ
、
党
内

に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
宮
本
体
制
も
確
立
さ
れ
得
票
数
も

次
第
に
上
昇
傾
向
に
転
じ
て
き
た
。
特
に
一
九
六
六
年

第
一
〇
回
党
大
会
以
後
は
自
主
独
立
路
線
を
名
実
と
も

に
確
立
し
、
日
本
的
社
会
主
義
へ
の
道
を
模
索
し
は
じ

め
て
か
ら
、
党
勢
も
拡
大
傾
向
に
転
じ
、
↓
九
六
九
年

の
総
選
挙
で
は
、
一
九
四
九
年
の
得
票
数
を
上
ま
わ
っ

て
約
三
二
〇
万
獲
得
し
、
議
席
数
も
一
四
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
一
九
七
〇
年
第
一
一
回
党
大
会
で
、
完
全
に
先

進
国
型
路
線
に
転
換
し
、
党
の
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ソ
ジ
も

大
々
的
に
は
か
っ
た
。
そ
の
結
果
一
九
七
二
年
の
総
選

挙
で
は
五
五
〇
万
票
と
い
う
得
票
数
を
獲
得
し
、
得
票

率
も
待
望
の
一
〇
％
ラ
イ
ン
を
こ
え
た
。
ま
た
議
席
数

の
上
で
も
三
八
議
席
獲
得
し
、
一
九
四
九
年
の
三
五
議



5
8

席
を
三
議
席
も
う
わ
ま
わ
っ
た
。
共
産
党
の
場
合
、
総
選
挙
で
獲
得
し
た
五
五
〇
万
票
と
い
う
票
の
中
味
に
つ
い
て
、
流
動
的
要
素
の

強
い
票
で
、
か
な
ら
ず
し
も
定
着
し
た
票
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
が
、
一
九
七
二
年
＝
一
月
以
降
の
中
間
地
方
選
挙
、
参
院

補
欠
選
挙
等
で
、
大
体
五
五
〇
万
票
を
定
着
さ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
特
に
大
都
市
地
域
で
は
、
総
選
挙
で
獲
得
し
た
票
が
限
界
を

示
す
傾
向
に
あ
る
が
、
農
村
地
域
で
は
、
今
後
相
当
に
得
票
を
伸
ぽ
し
て
い
く
余
地
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

②
　
地
域
別
得
票
動
向

　
ω
で
述
べ
た
仏
・
伊
・
日
三
ケ
国
の
得
票
動
向
は
全
国
平
均
の
数
字
で
あ
る
。
三
ケ
国
の
共
産
党
と
も
党
の
今
後
の
動
向
を
判
断
す

る
た
め
に
は
、
国
内
の
地
域
別
に
得
票
動
向
を
み
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
地
域
別
の
得
票
デ
ー
タ
は
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
は
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

七
三
年
の
デ
ー
タ
の
み
を
利
用
し
、
主
に
イ
タ
リ
ア
と
日
本
を
中
心
に
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
イ
タ
リ
ア
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
を
分
析
す
る
場
合
に
、
全
国
平
均
の
数
字
は
し
ば
し
ば
国
全
体
の
特
徴
を
示
し
て
い
な
い
場
合

が
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
社
会
は
、
北
部
と
南
部
で
は
．
質
的
に
違
う
社
会
を
構
成
し
て
お
り
、
南
部
と
北
部
の
数
字
を
平
均
し
て
み
て
も

イ
タ
リ
ア
全
体
の
特
徴
は
う
か
び
上
っ
て
こ
な
い
。

　
イ
タ
リ
ア
社
会
に
は
、
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
格
差
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
最
大
の
も
の
は
北
部
と
南
部
の
格
差
で
あ
る
。
シ
チ

リ
ア
、
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
を
含
む
南
イ
タ
リ
ア
は
、
国
土
の
半
分
と
総
人
口
の
約
四
〇
％
を
占
め
て
い
る
が
、
所
得
は
イ
タ
リ
ア
全
国
平

均
所
得
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
わ
ず
か
に
六
四
、
そ
れ
に
ひ
き
か
え
北
部
の
ミ
ラ
ノ
を
中
心
に
ト
リ
ノ
・
ジ
ェ
ノ
バ
を
結
ぶ
い
わ
ゆ
る

鉄
の
三
角
地
帯
（
イ
タ
リ
ァ
産
業
の
心
臓
部
）
を
含
む
北
西
イ
タ
リ
ァ
は
一
四
二
と
南
部
の
二
倍
以
上
の
所
得
を
得
て
い
る
。
工
業
が

北
部
だ
け
偏
在
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
労
働
力
を
補
給
す
る
た
め
、
貧
農
地
帯
の
南
部
か
ら
人
口
の
流
入
が
あ
と
を
た
た
ず
、
そ
の
た

め
北
部
諸
都
市
は
過
密
化
し
、
住
宅
不
足
が
深
刻
に
な
り
、
社
会
問
題
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
。



動帥
説

序
論党産共るけ

おに
国諸義

主
本資進先卜

5
9

分区域地の
アリタイ

　
こ
う
し
た
地
域
格
差
の
問
題
を
背
景
に
し
て
一
九
七
二

年
総
選
挙
の
各
党
地
域
別
得
票
動
向
を
み
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
イ
タ
リ
ア
を
次
図
の
ご
と
く
、
北
部
、
南
部
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

部
の
三
地
域
に
わ
け
る
と
、
共
産
党
は
中
部
地
域
で
、
約

三
分
の
一
の
支
持
三
四
・
四
％
を
獲
得
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
中
部
地
域
で
共
産
党
が
強
い
の
は
、
こ
の

地
域
が
第
二
次
大
戦
中
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
の
抵
抗
の

中
心
地
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
反
フ
ァ
シ
ズ
ム

運
動
の
リ
ー
ダ
ー
の
中
に
は
、
共
産
党
の
活
動
家
が
多

く
、
ま
た
第
二
次
大
戦
後
は
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
の
参
加

者
が
大
量
に
共
産
党
に
入
党
し
、
党
勢
を
拡
大
し
て
い
っ

た
。
中
部
三
州
の
、
エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー
ニ
ア
州
、
ト
ス

カ
ナ
州
、
ウ
ソ
ブ
リ
ア
州
は
、
「
赤
い
ベ
ル
ト
地
帯
」
と

い
わ
れ
て
お
り
、
共
産
党
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
統
一
社
会
党

と
の
連
立
政
権
（
エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー
ニ
ア
州
）
や
、

共
産
党
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
統
一
社
会
党
を
中
心
に
左
派
勢

力
を
加
え
た
左
派
州
政
権
（
ト
ス
カ
ナ
州
、
ウ
ソ
ブ
リ
ア

州
）
が
成
立
し
て
い
る
。



6
0

率
票得

域
馳澗鞘継憺 部南

部
中

部北均平
国

全
名党

％
の
の
の

紬
砲
↓

％
鎖
訂
脹
。

　
2
3
1
9
4

助
の
の
D

織
ヨ
司
栃

訟
鰍

％
の
㊦
の

柏
砲
　
↓

％
訳
叙
駆

　
3
4
1
8
4

紛
助
①
⑳

刊
杓
砲
招

談
鍛

　
3

％
の
釣
の

拍
砲
　
柏

％
響
盟

⑥
の
の
の

刊
↓
砲
刊

R
欧
H
以

3
鍬
5
5

％
④
㊦
D

ω
彊

騰
博
：

①
勿
の
の
④

刊
刃
↓
柁
初

晶
鍛
似

党
党
党
党
党
党
党
D
他

　
桧
　
　
　
主
　
ス

産
囎
?
ﾐ
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し
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M
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キ
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北
部
地
域
は
、
イ
タ
リ
ア
産
業
の
中
心
部
を
含
む
地
域
で
あ
る
が
南
部
か
ら
の
移

住
労
働
者
が
、
北
部
地
域
で
共
産
党
に
組
識
化
さ
れ
、
党
勢
を
拡
大
し
て
い
っ
た
が
、

一
九
七
二
年
総
選
挙
の
得
票
率
で
み
る
か
ぎ
り
、
全
国
平
均
に
達
し
て
い
な
い
。

　
イ
タ
リ
ア
共
産
党
の
将
来
を
考
え
る
場
合
に
、
南
部
に
お
け
る
党
勢
拡
大
は
重
要

　
　
（
7
）

で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
末
ま
で
に
共
産
党
の
勢
力
が
拡
大

し
て
い
っ
た
最
大
の
理
由
は
、
こ
の
地
域
で
党
勢
が
拡
大
し
た
お
か
げ
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
一
九
四
六
年
か
ら
、
一
九
五
八
年
の
総
選
挙
ま
で
、
南
部
地
域
に
お
け
る

共
産
党
の
得
票
数
は
、
一
九
四
六
年
の
一
〇
・
二
％
か
ら
、
五
八
年
の
二
二
・
二
％

ま
で
、
約
二
倍
に
ふ
え
た
。
つ
ま
り
こ
の
期
間
に
全
国
平
均
の
約
半
分
の
得
票
率
か

ら
、
全
国
平
均
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代

に
お
い
て
、
南
部
で
共
産
党
が
拡
大
し
た
理
由
は
、
党
が
、
こ
の
地
域
に
多
い
地

主
．
小
作
関
係
の
中
で
、
農
地
改
革
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
共
産
党

主
導
の
運
動
は
成
功
し
、
政
府
を
し
て
、
広
範
な
農
業
改
革
に
と
り
く
ま
す
こ
と
に

な
っ
た
。

　
南
部
に
お
け
る
共
産
党
票
の
伸
び
は
、
高
度
経
済
成
長
地
域
の
伸
び
ほ
ど
で
は
な

か
っ
た
が
、
急
速
に
人
口
が
増
加
し
て
い
る
地
域
の
伸
び
と
は
一
致
し
、
特
に
人
口

二
万
か
ら
五
万
の
地
方
自
治
体
で
は
伸
び
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
六
〇
年
代
の
最
初
の

選
挙
で
（
一
九
六
三
年
の
下
院
選
挙
）
、
共
産
党
の
得
票
率
は
二
四
・
一
％
と
な
り
、
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全
国
平
均
二
五
・
三
％
を
し
た
ま
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
六
八
年
の
下
院
選
挙
で
は
、
全
国
平
均
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
拡
大

し
、
全
国
の
得
票
率
が
二
七
％
に
上
昇
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
四
・
一
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
一
九
七
〇
年
の
州
選
挙
で
は
．
南
部

で
の
得
票
率
が
さ
ら
に
低
下
し
、
二
三
・
三
％
と
な
っ
た
。
（
全
国
平
均
は
、
二
七
・
九
％
）

　
一
九
六
〇
年
代
に
お
い
て
、
南
部
に
お
け
る
共
産
党
の
後
退
を
う
め
た
の
は
、
フ
ァ
シ
ス
ト
党
（
M
S
I
）
で
あ
っ
た
。
特
に
一
九

七
二
年
の
下
院
選
挙
で
は
、
南
部
で
は
＝
二
・
七
％
に
ま
で
ふ
え
た
。
南
部
で
は
M
S
I
を
除
く
政
党
は
す
べ
て
、
後
退
し
て
い
る
中

で
、
M
S
I
だ
け
が
、
一
九
六
八
年
よ
り
も
、
五
・
一
％
も
増
大
し
た
。
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リ

チシ

コ
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一
九
六
〇
年
代
に
、
中
部
、
北
部
で
は
、
共
産
党
の
得
票
率
が
次
第
に
増
加
し
て
い
る
中

で
、
南
部
だ
け
は
、
何
故
に
後
退
し
た
の
か
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
第
一
に
は
、
党
の
組
織

問
題
、
第
二
に
は
、
南
部
に
お
け
る
経
済
発
展
の
特
徴
、
第
三
に
、
南
部
に
お
け
る
共
産
党

の
基
本
戦
略
の
失
敗
、
第
四
に
、
南
部
に
お
け
る
政
治
の
全
体
構
造
と
有
権
者
の
投
票
態
度

の
変
化
が
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
第
一
の
理
由
の
中
で
、
南
部
に
お
け
る
党
組
織
の
弱
体
化
の
問
題
だ
け
を
み

て
、
そ
の
他
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　
南
部
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
得
票
の
急
成
長
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
党
の
組
織
は

確
固
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
得
票
の
急
増
は
、
党
員
の
拡
大
に
よ
っ
て
増
加
し
た
も

の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
農
民
、
特
に
小
作
人
の
不
満
、
抗
議
を
吸
収
し
て
増

加
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
得
票
の
高
い
県
に
お
け
る
党
員
数
も
、
北
部
の
同
程
度
の
得
票

率
を
獲
得
し
た
諸
県
に
お
け
る
党
員
数
よ
り
も
、
ず
っ
と
少
な
く
、
党
の
支
部
組
織
の
数
は
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叢
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部
部
部
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北
中
南
全

さ
ら
に
少
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
党
組
織
の
弱
体
さ
は
、
一
九
六
〇
年
代
初
期
よ
り
も
、
↓
九
六
〇
年
代
末
期
に

お
い
て
、
さ
ら
に
悪
く
な
っ
た
。
一
九
六
八
年
に
お
い
て
、
南
部
で
は
、
居
住
人
口
七
千
八

〇
〇
人
に
つ
き
一
支
部
し
か
な
か
っ
た
が
、
北
部
・
中
部
で
は
、
四
千
人
に
つ
き
一
つ
の
支

部
が
あ
っ
た
。
ま
た
同
じ
年
の
下
院
選
挙
で
は
、
党
員
一
人
当
り
の
得
票
数
は
、
南
部
で
は

一
対
八
で
あ
っ
た
が
、
北
部
で
は
一
対
五
、
中
部
で
は
一
対
六
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
人
当
り

党
員
数
対
共
産
党
得
票
数
比
率
は
、
一
九
六
〇
年

代
を
通
じ
て
、
北
部
、
中
部
、
南
部
の
ど
の
地
域

で
で
も
増
大
し
た
が
、
特
に
南
部
で
は
、
得
票
数

の
減
に
す
る
中
で
、
こ
の
比
率
が
増
大
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
特
地
南
部
で
党
組
織
の
弱
体
化
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
日
本
共
産
党
の
場
合
の
地
域
別
得
票
動

向
を
み
て
お
こ
，
。
日
本
は
、
イ
タ
リ
ア
の
よ
う

な
南
北
の
対
立
は
な
い
が
、
都
市
部
と
農
村
部
で

の
得
票
差
は
イ
タ
リ
ア
の
場
合
以
上
に
歴
然
た
る

も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
こ
こ
で
は
、
筆
者
が
設
定
し
た
都
市
化
基
準
に

向
動票

鵬醐鴎騨敵載
日
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6
3

も
と
ず
い
て
、
衆
議
院
選
挙
区
一
二
二
を
分
類
し
、
そ
こ
で
の
共
産
党
の
得
票
動
向
を
、
一
九
六
七
、
一
九
六
九
、
一
九
七
二
年
の
三

回
の
総
選
挙
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　
共
産
党
の
得
票
率
は
、
過
去
約
五
年
間
の
間
に
お
こ
な
わ
れ
た
三
回
の
総
選
挙
で
、
四
・
八
％
か
ら
↓
○
・
六
％
へ
、
約
二
．
二
倍

に
増
加
し
た
。
地
域
別
に
み
る
と
、
大
都
市
地
域
で
は
、
八
・
四
％
か
ら
、
一
八
・
七
％
と
二
・
二
倍
強
ふ
え
た
。
こ
の
地
域
で
は
、

共
産
党
は
急
速
に
二
〇
％
政
党
（
ち
な
み
に
、
社
会
、
公
明
、
自
民
と
い
っ
た
政
党
も
大
都
市
地
域
で
は
大
体
二
〇
％
前
後
の
得
票
率

し
か
な
い
。
）
に
近
づ
い
て
い
っ
て
い
る
。
都
市
地
域
で
も
、
二
倍
以
上
ふ
え
て
、
全
国
平
均
値
と
同
じ
得
票
率
に
な
っ
た
。
準
都
市
、

準
農
村
と
い
っ
た
、
農
村
的
性
格
の
濃
い
と
こ
ろ
で
は
、
一
〇
％
の
ラ
イ
ン
を
越
え
て
い
な
い
が
、
一
九
六
七
年
の
二
～
三
％
代
の
得

票
率
か
ら
、
少
な
く
と
も
五
～
七
％
代
の
得
票
率
に
伸
び
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
九
七
二
年
の
選
挙
後
は
、
共
産
党
は
、
大
都
市
地
域
で
は
、
一
部
の
例
外
的
地
域
（
京
都
市
内
）
を
除
い
て
、
伸
び
が

ス
ト
ッ
プ
し
た
よ
う
で
あ
る
。
今
後
、
党
の
得
票
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
都
市
、
農
村
と
い
っ
た
地
域
で
大
巾
に
得
票
を
伸
ば

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
大
都
市
地
域
で
得
票
を
伸
ぽ
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
農
村
、
中
都
市
地
域
で

票
を
伸
ぽ
し
て
い
る
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
低
い
。

　
フ
ラ
ソ
ス
の
場
合
の
地
域
別
得
票
数
に
つ
い
て
も
、
一
九
七
三
年
三
月
の
総
選
挙
の
第
一
回
投
票
で
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
が
得
た
得
票

率
を
も
と
に
し
て
み
て
み
よ
う
。

　
一
九
七
三
年
の
総
選
挙
で
、
共
産
党
が
四
〇
％
か
ら
五
〇
％
の
得
票
率
を
獲
得
し
た
唯
一
の
県
は
、
パ
リ
近
郊
東
北
部
の
セ
ー
ヌ
．

サ
ソ
・
ト
ニ
県
で
あ
る
。
パ
リ
の
近
郊
は
、
パ
リ
旧
市
内
を
除
け
ば
、
す
べ
て
、
二
〇
％
以
上
の
県
に
か
こ
ま
れ
て
お
り
、
東
南
部
の

ヴ
ァ
ル
・
ト
・
マ
ル
ヌ
県
は
三
〇
～
四
〇
％
の
得
票
率
を
得
て
い
る
。
あ
と
、
三
〇
～
四
〇
％
の
得
票
を
得
て
い
る
の
は
、
パ
リ
西

部
の
ヴ
ァ
ル
・
ド
ワ
ー
ス
と
エ
ソ
ソ
ヌ
の
二
県
と
、
フ
ラ
ン
ス
中
南
部
の
農
村
県
で
あ
る
シ
エ
ー
ル
、
ア
リ
エ
、
ヴ
ェ
ソ
ヌ
地
方
で
あ
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5
り
、

地
中
海
地
域
の
ガ
ー
ル
、
ブ
ー
シ
ュ
・
デ
ュ
・
ロ
ー
ヌ
、
ピ
レ
ー
ネ
・
リ
ア
ソ
タ
ル
県
で
あ
る
。

㈹
　
そ
の
他
の
諸
国
に
お
け
る
得
票
動
向

　
こ
こ
で
は
、
参
考
の
た
め
に
、
仏
、
伊
を
除
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
進
諸
国
に
お
け
る
共
産
党
の
得
票
率
を
み
て
み
よ
う
。

　
第
二
次
大
戦
直
後
に
お
い
て
は
、
ど
の
国
を
み
て
も
、
共
産
党
の
得
票
率
は
五
％
～
一
二
％
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
各
国
と
も
共
産
党

が
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
統
一
戦
線
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
支
持
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
と
戦
争
の
た
め
経
済
混
乱
が
生
じ
、
生
活
が
不
安
定
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
こ
と
も
共
産
党
の
得
票
増
大
に
寄
与
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
次
第
に
ソ
連
と
の
冷
戦
状
態
が
進
行
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
経
済
的
、
社
会
的
混
乱
が
回

％
洛
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復
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
国
に
お
け
る
共
産
党
は
支
持
を
失
っ
て
い
っ
た
。

　
デ
ソ
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
エ
ー
デ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
諸
国
で
は
、
一
九
四
五
年
以
後
、
し
ば
ら
く
は
一

〇
％
以
上
の
得
票
率
が
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
四
％
以
下
に
得
票
率
を
下
げ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
五
％

台
の
得
票
率
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
三
％
以
下
に
下
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
も
一
九
四
五
年
の
総
選
挙
で
、
共
産
党
は
二
一
の
選
挙

区
で
立
候
補
し
、
一
一
％
の
得
票
率
を
獲
得
し
た
が
、
一
九
五
〇
年
に
は
、
一
〇
〇
の
選
挙
区
で
候
補
者
を
立
て
た
が
得
票
率
は
一
・

○
％
で
あ
っ
た
。

　
先
進
資
本
主
義
諸
国
の
中
で
、
フ
ラ
ソ
ス
、
イ
タ
リ
ア
並
に
戦
後
一
貫
し
て
二
〇
％
台
の
得
票
率
を
獲
得
し
て
い
る
の
は
フ
ィ
ン
ラ

ソ
ド
で
あ
る
。

　
フ
ィ
ソ
ラ
ソ
ド
の
場
合
、
地
政
学
的
理
由
か
ら
ソ
連
の
影
響
力
が
強
く
、
共
産
党
が
連
立
政
権
の
メ
ソ
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
共
産
党
は
政
府
与
党
で
あ
り
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
事
情
が
こ
と
な
る
。

H

党
員
構
成
お
よ
び
支
持
基
盤
の
特
徴

　
こ
こ
で
は
、
仏
、
伊
、
日
三
ケ
国
の
共
産
党
に
つ
い
て
、
1
党
員
数
の
推
移
、
2
党
員
の
社
会
・
経
済
的
特
徴
、
特
に
、
性
別
、

年
令
別
、
職
業
別
、
学
歴
別
構
成
、
3
世
論
調
査
デ
ー
タ
か
ら
み
た
党
麦
持
層
を
比
較
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
ケ
国
共
産
党
の

特
徴
を
う
か
び
あ
が
ら
せ
る
こ
と
に
す
る
゜
し
か
し
、
1
～
3
ま
で
、
い
ず
れ
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
制
約
が
あ
る
。
ま
ず
、
時
系
列

の
デ
ー
ダ
は
完
全
な
も
の
は
手
に
は
い
ら
ず
、
ま
た
調
査
時
点
に
つ
い
て
も
時
間
的
ず
れ
な
ど
の
制
約
が
あ
る
。
こ
う
し
た
制
約
が
あ

っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
ケ
国
共
産
党
の
社
会
階
層
的
特
徴
は
、
あ
る
程
度
は
解
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
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6
9

う
。

①
　
党
員
数
の
推
移
i
一
九
四
五
～
一
九
七
五
の
推
移
ー

　
共
産
党
員
数
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
三
ケ
国
共
産
党
と
も
正
確
な
党
員
数
を
公
表
し
て
い
な
い
の
で
時

系
列
的
に
分
析
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
党
が
公
表
し
て
い
る
場
合
は
、
し
ば
し
ば
水
増
党
員
が
多
く

な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
以
下
に
用
い
る
デ
ー
タ
は
、
党
が
正
式
に
公
表
し
た
も
の
や
、
関
係
機
関

（
治
安
関
係
等
）
が
推
定
し
た
も
の
、
各
国
の
専
門
研
究
者
が
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
国
共
産
党
と

も
党
員
の
移
動
、
つ
ま
り
、
新
規
加
入
党
員
と
、
や
め
て
い
く
党
員
の
実
態
は
公
表
し
て
い
な
い
の
で
ま

っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
仏
、
伊
、
日
共
産
党
と
も
、
党
員
の
移
動
、
新
陳
代
謝
は
非
常
に
は
げ

し
い
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
最
初
に
、
三
ケ
国
に
お
け
る
党
員
の
総
人
口
中
に
占
め
る
割
合
を
み
て
、
党
員
の
比
重
の
差
異

を
概
観
し
て
お
こ
う
。
（
数
値
は
、
　
い
ず
れ
も
最
近
時
の
概
算
推
定
値
で
あ
る
）
党
員
一
人
当
り
の
入
口

は
、
イ
タ
リ
ア
ー
1
三
六
人
、
フ
ラ
ソ
ス
ー
1
一
七
三
人
、
日
本
1
1
三
一
四
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
党
員
一
人
当
り
の
人
口
比
で
み
る
と
、
日
本
共
産
党
の
党
員
の
比
重
は
、
イ
タ
リ
ア
の
一
〇
分
の
一
、

フ
ラ
ン
ス
の
約
二
分
の
一
で
あ
る
。
も
し
、
日
本
共
産
党
が
イ
タ
リ
ア
共
産
党
並
み
の
党
員
数
に
す
る
に

は
、
約
三
〇
〇
万
以
上
の
党
員
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
党
員
の
比
重
の
現
状
か
ら
み

る
か
ぎ
り
、
日
本
共
産
党
の
選
挙
で
の
得
票
率
が
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ソ
ス
共
産
党
に
劣
る
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。

人
3
6
照
脳

万
o
o
　
o
o
　
o
o
μ
　
β
　
⑩
5
　
5
　
1
1
約

万
6
0
　
3
0
　
3
5
1
約

ア
　
ス
　
本
リ
　
　
ソ
タ
　
　
ラ
イ
　
　
フ
　
日
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そ
れ
で
は
、
イ
タ
リ
ア
、

イ
　
タ

フ
ラ
ン
ス
、
日
本
の
順
に
過
去
三
〇
年
間
に
お
け
る
党
員
数
の
推
移
を
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

リ
ア
共
産
党

　
一
九
四
〇
年
代
の
後
半
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
の
前
半
に
か
け
て
、
党
員
数
は
、
二
〇
〇
万
人
を
越
え
て
い
た
。
特
に
一
九
五
四
年

に
は
、
約
二
一
五
万
人
と
な
っ
て
、
過
去
三
〇
年
間
に
お
け
る
最
高
の
党
員
数
に
達
し
て
い
た
。
そ
の
後
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
二

〇
〇
万
人
を
割
っ
て
、
一
八
〇
万
代
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
い
る
と
一
七
〇
万
代
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
現
在
ま
で
の
約
一
〇
年

間
は
、
一
五
〇
万
代
を
移
動
し
て
い
る
。
ピ
ー
ク
時
の
一
九
五
四
年
か
ら
す
る
と
、
現
在
は
、
約
二
五
％
の
党
員
を
失
っ
て
い
る
。

　
三
ケ
国
で
の
共
産
党
に
つ
い
て
も
同
じ
だ
が
、
党
が
公
式
に
発
表
し
て
い
る
党
員
数
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
、
誇
張
さ
れ
て
発
表

さ
れ
て
い
る
。
他
党
に
対
す
る
党
勢
の
優
位
を
示
し
た
が
っ
て
い
る
の
で
水
増
ま
し
数
字
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。

フ
　
ラ

ソ
　
ス
共
産
党

　
フ
ラ
ソ
ス
共
産
党
は
、
一
九
四
五
年
に
は
、
公
式
的
に
は
、
党
員
数
は
、
一
〇
〇
万
を
越
え
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際

に
は
、
当
時
の
党
員
数
は
、
約
八
〇
万
人
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
　
一
九
四
〇
年
代
の
後
半
に
次
第
に
減
少
し
て
い

き
、
一
九
五
四
年
に
は
、
公
式
の
数
字
で
五
〇
万
に
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
非
公
式
の
数
字
に
よ
る
と
、
す
で
に
一
九
五
三
年
に

は
、
約
三
七
万
の
党
員
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
推
定
も
あ
る
。
そ
の
後
公
式
的
に
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に

か
け
て
、
次
第
に
減
少
し
て
い
き
、
現
在
は
、
約
四
〇
万
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
、
実
際
に
は
三
〇
万
人
を
割
っ
て
い
る
と
い

う
推
定
も
あ
る
。
も
っ
と
も
フ
ラ
ソ
ス
共
産
党
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
正
確
な
党
員
数
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
公
表
さ
れ
て
い
る

の
は
、
党
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
る
党
員
証
の
数
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
フ
ラ
ソ
ス
共
産
党
の
党
員
数
の
問
題
は
、
多
く
の
人
々
に
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し
ぼ
し
ぽ
錯
覚
の
原
因
を
も
た
ら
し
た
。
例
え
ば
、
現
書
記
長
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
マ
ル
シ
ェ
は
、
一
九
六
九
年
末
に
、
党
県
連
の
組
織
問

題
担
当
書
記
長
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
、
「
一
九
六
六
年
、
つ
ま
り
第
一
八
回
党
大
会
の
前
年
、
中
央
委
員
会
財
政
部
は
、
県
連

に
四
二
・
八
万
の
党
員
証
を
発
行
し
て
い
た
。
一
九
六
九
年
に
は
、
四
五
四
、
三
五
〇
の
党
員
証
を
発
行
し
た
。
こ
の
三
年
間
に
党
の

実
際
の
党
員
数
は
約
三
万
増
加
し
た
」
（
『
ユ
マ
ニ
テ
』
紙
、
一
九
六
九
、
一
二
、
九
）
こ
の
党
員
証
の
発
行
数
を
そ
の
ま
ま
、
フ
ラ
ン

ス
共
産
党
の
党
員
数
と
す
る
論
評
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
「
党
員
証
発
行
数
」
は
、
実
際
は
確
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、

た
だ
中
央
委
財
政
部
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
だ
け
で
、
個
々
の
党
支
持
者
ー
党
員
あ
る
い
は
党
員
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
ー

が
、
こ
の
党
員
証
を
党
員
と
し
て
受
け
取
る
と
は
限
ら
な
い
。
あ
る
推
定
に
よ
る
と
発
行
さ
れ
た
党
員
証
が
党
員
と
し
て
受
け
と
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
割
合
は
六
五
％
～
七
〇
％
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

日

本
　
共
　
産
　
党

　
日
本
共
産
党
の
場
合
も
、
党
が
正
確
な
党
員
数
を
公
表
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
大
ま
か
な
数
字
は
、
党
大
会
の
時
期
に
発
表
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
一
二
回
党
大
会
（
一
九
ヒ
三
年
一
一
月
）
で
は
、
三
〇
数
万
の
党
員
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
戦
後
三
〇

年
間
の
党
員
の
推
移
を
み
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
大
ま
か
な
数
字
と
、
治
安
機
関
が
公
表
し
た
数
字
を
使
う
し
か
な
い
。

　
一
九
五
八
年
以
前
の
正
確
な
党
員
数
は
不
明
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
は
、
共
産
党
が
総
選
挙
で
、
三
五
議
席
、
得
票
率
で
約
九
．
八

％
獲
得
し
た
年
で
あ
る
が
、
推
定
に
よ
る
と
、
こ
の
当
時
の
党
員
数
は
、
約
十
数
万
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
党
員
数
が
、

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
、
党
路
線
の
軍
事
填
命
方
式
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
、
大
巾
に
減
少
し
、
一
九
五
五
の
六
全
協
前
後
に
は
、
約
二
万
に

ま
で
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
五
八
年
の
第
七
大
党
大
会
頃
に
は
、
三
万
五
～
六
千
に
ま
で
回
復
し
、
一
九
六
一
年
の
第
八
党
大
会
に

は
、
八
万
、
一
九
六
四
年
の
第
九
党
大
会
に
は
ト
数
万
と
な
っ
て
、
一
九
四
九
年
当
時
の
党
員
数
を
回
復
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
さ
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ら
に
一
九
六
六
年
の
第
一
〇
回
党
大
会
に
は
、
三
〇
万
近
い
党
員
数
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
約
一
〇
年
間
は
、
党
員
拡
大
は
頭
う

ち
、
横
ぽ
い
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
一
一
回
党
大
会
の
大
会
決
議
案
で
は
、
党
勢
拡
大
計
画
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
第
一
二
回
党
大
会
ま
で
に
、
党

員
と
機
関
紙
読
者
を
ひ
き
つ
づ
き
拡
大
し
、
真
に
数
十
万
の
党
員
（
五
〇
～
六
〇
万
党
員
の
意
味
）
と
、
二
百
数
十
万
の
読
者
を
も
つ

党
に
発
展
さ
せ
る
」
。
　
一
九
七
三
年
の
一
二
回
党
大
会
の
前
年
に
党
創
立
五
〇
周
年
を
祝
う
た
め
に
、
党
は
、
一
九
七
一
年
後
半
の
党

勢
の
集
中
拡
大
の
運
動
、
一
九
七
二
年
五
月
以
後
の
党
創
立
五
〇
周
年
記
念
の
党
躍
進
大
運
動
を
お
こ
な
っ
て
、
党
勢
拡
大
に
と
り
く

ん
だ
が
、
党
員
数
ぱ
、
そ
れ
ほ
ど
増
大
せ
ず
、
公
式
発
表
は
、
党
員
数
約
三
〇
万
と
発
表
し
た
。

　
一
二
回
党
大
会
に
お
け
る
決
議
の
、
第
＝
回
大
会
以
後
の
、
「
三
年
間
の
党
建
設
の
総
括
」
で
は
、
党
勢
拡
大
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
、
「
第
一
に
、
党
勢
拡
大
の
面
で
は
、
「
二
本
足
の
活
動
」
の
基
本
方
針
を
一
貫
し
て
堅
持
し
、
持
続
的
拡
大
の
定
着

に
つ
と
め
つ
つ
、
七
〇
年
代
後
半
の
三
つ
の
課
題
の
大
運
動
、
七
一
年
後
半
の
集
中
拡
大
の
運
動
、
七
二
年
五
月
以
後
の
党
創
立
五
〇

周
年
記
念
の
党
躍
進
大
運
動
、
七
二
年
秋
の
総
選
挙
で
の
躍
進
を
め
ざ
す
特
別
月
間
、
七
三
年
三
月
、
四
月
の
空
白
克
服
の
特
別
月

間
、
八
、
九
月
の
党
大
会
を
め
ざ
す
党
躍
進
大
運
動
月
間
な
ど
、
数
次
の
運
動
を
推
進
し
た
結
果
、
党
は
第
一
二
回
党
大
会
を
、
党
員

三
〇
数
万
、
党
機
関
紙
の
読
者
は
百
万
以
上
増
加
し
て
、
二
八
〇
数
万
と
い
う
党
史
上
最
大
の
組
織
勢
力
を
も
っ
て
む
か
え
た
L
。

　
宮
本
委
員
長
は
、
朝
日
新
聞
桑
田
政
治
部
長
と
の
対
談
で
、
党
員
数
の
問
題
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
、
「
人
口
に
対

す
る
党
員
の
比
率
を
と
っ
て
も
国
際
的
に
み
て
、
日
本
は
決
し
て
高
く
な
い
。
日
本
人
は
資
質
、
知
能
水
準
が
決
し
て
低
い
国
民
じ
や

な
い
か
ら
、
党
口
貝
は
も
っ
と
ふ
え
な
き
ゃ
い
か
ん
、
と
考
え
る
…
…
。
」
こ
う
し
た
党
員
拡
大
の
困
難
さ
を
反
映
し
て
、
一
二
回
党
大

会
決
議
に
お
け
る
党
勢
拡
大
計
画
は
、
　
工
回
党
大
会
の
そ
れ
に
比
較
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
ひ
か
え
目
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
、

「
…
…
今
回
わ
が
党
が
民
主
連
合
政
府
綱
領
に
つ
い
て
の
提
案
を
決
定
し
た
状
況
の
も
と
で
、
ま
さ
に
国
政
革
新
の
事
業
を
現
実
に
に
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6

な
い
う
る
党
の
建
設
は
、
い
っ
そ
う
、
そ
の
切
実
性
を
ま
し
て
お
り
、

政
治
的
に
も
組
織
的
に
も
、
そ
れ
だ
け
の
強
大
な
力
量
を
身
に
つ
け

た
党
を
で
き
る
だ
け
短
期
間
に
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
、
ひ
き
つ
づ

き
全
力
を
あ
げ
て
奮
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
ω
第
＝
二
回

党
大
会
ま
で
に
、
持
続
的
に
党
員
と
機
関
紙
読
者
を
拡
大
し
、
四
〇

万
以
上
の
党
員
と
四
〇
〇
万
以
上
の
読
者
を
も
つ
い
っ
そ
う
強
大
な

大
衆
的
前
衛
党
に
発
展
す
る
こ
と
。
都
市
と
農
村
で
の
不
抜
の
党
建

設
を
全
体
と
し
て
系
統
的
に
追
求
し
、
す
べ
て
の
経
営
、
す
べ
て
の

地
域
に
党
組
織
を
つ
く
る
こ
と
。
」
　
一
一
回
党
大
会
決
議
に
比
較
す

る
と
党
員
拡
大
目
標
も
数
十
万
か
ら
四
〇
万
に
後
退
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
以
上
三
ケ
国
の
共
産
党
の
約
三
〇
年
間
に
お
け
る
党
員
数

の
推
移
を
み
て
き
た
が
、
日
本
共
産
党
の
場
合
は
、
仏
、
伊
共
産
党

と
比
較
す
る
と
、
歴
史
的
伝
統
、
政
党
加
入
と
い
う
こ
と
に
対
す
る

国
民
の
政
治
文
化
の
差
は
あ
る
が
、
党
員
数
の
劣
勢
は
お
お
う
べ
く

も
な
い
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
と
、
イ
タ
リ
ア
共
産
党
の
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

員
数
推
移
の
差
は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
イ
タ
リ
ア
共
産
党
は
、
一
九
四
〇
年
代
の
後
半
か
ら
、
五
〇
年
代

の
前
半
に
か
け
て
党
員
を
増
加
さ
せ
、
相
対
的
に
安
定
し
た
党
員
数

フ
ラグ

移推数
員

党

万
鋤
　
脚
　
2
1
　
㎜
　
獅
　
塒
…
…
　
㎜
　
励
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を
誇
っ
て
い
た
の
に
比
べ
て
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
が
急
激
に
党
員
を
失
な
っ
て
い
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
間
に
答
え
る
た
め
に
は
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
の
ジ
ュ
ー
ダ
ノ
ブ
の
支
配
し
た
コ
、
・
・
ン
フ
ォ
ル
ム
路
線
に
対
す
る
、
ト
リ
ア
ッ
チ
と

ト
レ
ー
ズ
の
対
応
の
違
い
、
ま
た
両
党
の
基
本
路
線
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
硬
直
化
し
て
い
た
の
か
、
現
実
に
と
り
く
む
上
で
柔
軟
で

あ
っ
た
の
か
、
ど
う
か
等
の
複
雑
な
問
題
を
解
明
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
言
え
る
こ
と
は
、
ト
リ
ア
ッ
チ
の
対
応

の
仕
方
や
、
リ
ー
ダ
i
・
シ
ッ
プ
の
も
と
に
あ
っ
た
イ
タ
リ
ア
共
産
党
の
方
が
、
イ
タ
リ
ア
国
民
に
よ
り
多
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
タ
リ
ア
共
産
党
と
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
基
本
路
線
と
組
織
体
質
の
差
が
党
員
数
の
差
に
な
っ
て
あ
ら

わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

②
　
党
支
持
層
の
社
会
・
経
済
的
属
性

　
こ
こ
で
は
、
党
員
な
い
し
、
共
産
党
支
持
層
の
社
会
・
経
済
的
特
徴
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

盤
の
差
異
を
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。

1

党
員
の
職
業
別
構
成

仏
、
伊
、
日
共
産
党
の
支
持
基

　
共
産
党
員
な
い
し
活
動
家
の
中
心
は
、
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
、
基
本
路
線
か
ら
い
っ
て
も
、
産
業
労
働
老
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
）
が
中
心
に
あ
っ
て
、
つ
ぎ
に
貧
農
（
基
準
が
は
っ
き
り
し
な
い
）
が
あ
り
、
学
生
と
か
専
門
．
技
術
者
、
知
識
人
は
プ
チ
・
ブ
ル

で
あ
る
か
ら
、
党
員
と
し
て
は
、
本
来
少
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
ケ
国
の
党
員
の
職
業
構
成
を
み
る
と
、
公
式
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
や
、
基
本
路
線
の
立
場
と
は
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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イ
タ
リ
ア
共
産
党
の
場
合

　
イ
タ
リ
ァ
共
産
党
の
場
合
イ
タ
リ
ア
共
産
党
員
の

職
業
構
成
を
み
る
と
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
、
共
産
党
が
存
立
の
基
礎
に
し
て
い
る
階
級
構

成
を
比
較
的
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
、
と
い
え
る
。

産
業
労
働
者
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
）
と
農
業
労
働

者
が
党
員
の
三
分
の
二
、
な
い
し
、
二
分
の
一
を
占

め
て
い
る
。
　
し
か
し
、
時
系
列
的
に
み
る
と
、
　
一

九
四
六
年
は
、
約
六
五
％
の
割
合
を
占
め
て
い
た
の

に
、
一
九
六
三
年
に
は
、
約
五
一
％
、
二
分
の
一
の

割
合
し
か
占
め
て
い
な
い
。
こ
の
一
七
年
間
に
ふ
え

た
階
層
は
、
家
庭
主
婦
と
停
年
退
職
者
（
老
令
年
金

生
活
者
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
党
の
中
に
女
性
の
比
重

が
高
ま
る
と
同
時
に
、
党
員
の
年
令
構
成
が
老
令
化

し
た
の
で
あ
る
。
　
イ
タ
リ
ア
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
力
が
強
く
、
女
性
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に
組
織
化
さ
れ
て
い
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た

伽咬彩僻
成構

業職の
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が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
規
制
が
次
第
に
弱
ま
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
女
性
共
産
党
員
が
増
加
し
て
い
る
。

　
小
作
人
と
小
農
は
、
一
九
四
六
年
か
ら
一
九
六
三
年
の
約
一
七
年
、
そ
の
占
め
る
割
合
が
か
わ
ら
ず
、
約
一
六
％
を
占
め
て
い
る
。

残
り
の
党
員
は
、
都
市
の
中
産
階
級
、
職
人
、
商
店
主
及
店
員
、
事
務
員
、
専
門
技
術
者
、
学
生
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
一
般
党
員
と
党
活
動
家
の
間
に
社
会
経
済
的
差
異
は
あ
る
の
か
。
党
活
動
の
場
合
は
、
ど
こ
の
国
で
も
知
的
労
働
者
の
比

重
が
高
ま
っ
て
く
る
が
、
イ
タ
リ
ア
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
全
国
か
ら
平
均
的
に
抽
出
し
た
活
動
家
五
四
名
の
職
業
構
成
は
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

成
構業

職の家動活
党

％
1
3
　
4
8
　
2
8
　
1
1

7
　
2
6
　
1
5
　
6

㎜
1
5
4
ー
計

者
者
者
生
　
働
　
　
　
学
働
餅
働
貧
　
ビ
労
徽
鞘
脇
総
　
業
　
　
　
理
農
産
事
管

　
や
は
り
、
一
般
党
員
の
場
合
と
比
較
し
て
、

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
お
よ
び
専
門
・
技
術
職
の

フ
ラ
ソ
ス
共
産
党
の
場
合

　
フ
ラ
ソ
ス
共
産
党
も
基
本
的
に
は
、
労
働
者
の
党
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
の
場
合
と
比
較

す
る
と
、
公
務
員
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
、
専
門
家
の
占
め
る
割
合
が
相
当
高
い
。
イ
タ
リ
ア

共
産
党
と
比
較
す
る
と
、
党
の
プ
チ
・
ブ
ル
的
性
格
が
よ
り
多
く
出
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
知
的
職
業
従
事
者
九
％
の
う
ち
、
四
・
九
％
は
、
教
師
と
研
究
員
で
あ
り
、
一
・
九
％

が
技
術
・
専
門
家
で
あ
る
。
フ
ラ
ソ
ス
共
産
党
の
場
合
、
退
職
は
、
退
職
前
の
職
業
、
婦
人

は
夫
の
職
業
で
分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
、
党
員
の
う
ち
、
二
五
～
三
〇
％
は
、
生
産
、
職
業

活
動
に
従
事
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
職
業
構
成
の
も
う
一
つ

の
特
徴
は
、
公
務
員
お
よ
び
公
企
業
労
働
者
の
比
重
が
、
一
九
五
四
年
一
四
・
五
％
、
一
九
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669195914591
業職

％
鼎
”
燭
塒
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硲

む
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只
）
　
　
ρ
0
　
　
　
2

％
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娼
鵬

　
0
　
の

4
9
　
翫
　
2

者
　
者
　
員

働
労業

産

働
労業

務

農
　
公

頓
含を関

機共
訟蝉ト助

民農

者業工手

一
人

商

員
教校学小

者事従
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文

年6
9

1
9倒㎝恥O

n㎜

・
鵬

㎜㎝Ck

ロ
　
　
　

所
出

五
九
年
一
四
・
九
％
、
一
九
六
六
年
三
〇
・
七
％
と
次
第
に
高
ま
り
つ
つ

あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
党
員
の
職
業
構
成
の
変
化
は
、
フ
ラ
ン
ス
だ
け
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
い
が
、
過
去
約
二
五
年
間
に
お
け
る
も
っ
と
全
般
的
な
階
級
関

係
に
お
け
る
変
化
を
表
ら
わ
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
者
ロ
ジ
ェ
・
ガ

ロ
デ
ィ
（
一
九
七
〇
年
二
月
、
第
一
九
回
党
大
会
で
、
フ
ラ
ソ
ス
共
産
党

か
ら
除
名
さ
れ
た
。
彼
は
、
長
期
に
わ
た
り
、
共
産
党
の
理
論
的
指
導
者

で
あ
っ
た
）
は
、
そ
の
著
作
、
い
o
O
♂
巳
日
自
目
雪
什
U
ロ
ω
o
。
芭
房
日
o

（
一
九
六
九
）
の
中
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
、
「
過
去
二
〇
年

間
に
お
け
る
階
級
関
係
に
生
じ
た
変
化
は
何
で
あ
る
か
。
フ
ラ
ソ
ス
で

は
、
一
九
五
五
、
五
六
年
頃
ま
で
は
、
無
資
格
の
労
働
者
の
割
合
が
増
大

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
の
一
五
年
間
で
は
、
無
資
格
労
働
者
の
比
率

は
、
わ
ず
か
、
一
〇
〇
か
ら
一
〇
八
し
か
ふ
え
な
か
っ
た
が
、
有
資
格
者

の
労
働
者
は
、
一
〇
〇
か
ら
ニ
ニ
一
に
な
り
、
技
師
の
数
は
一
〇
〇
か
ら

一
四
八
、
上
級
幹
部
の
類
は
、
一
〇
〇
か
ら
一
五
↓
、
専
門
技
術
者
の
数

は
一
〇
〇
か
ら
一
七
一
に
ふ
え
た
。
…
…
こ
の
結
果
、
職
業
的
な
資
格
に

つ
い
て
の
考
え
方
が
変
わ
り
、
こ
の
資
格
化
の
中
で
一
般
的
教
養
の
役
割

が
増
大
し
た
。
さ
ら
に
、
マ
ル
ク
ス
が
「
集
合
労
働
者
」
と
呼
も
だ
も
の
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の
中
に
お
け
る
知
的
労
働
の
重
要
性
が
増
加
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
進
行
中
の
大
き
な
激
変
は
、
研
究
者
・
技
師
・
幹
部
・
技
手
の
数

の
増
大
を
意
味
す
る
ぼ
か
り
で
は
な
く
、
知
識
人
の
数
多
く
の
層
、
こ
と
に
教
師
と
公
私
の
企
業
に
お
け
る
行
政
幹
部
の
急
速
な
拡
大

を
意
味
し
て
い
る
。
…
…
階
級
の
見
地
か
ら
し
て
、
拡
大
し
つ
つ
あ
る
社
会
層
は
、
何
を
代
表
し
て
い
る
の
か
？
、
そ
れ
は
「
新
し
い

中
間
階
級
」
で
あ
り
、
労
働
者
階
級
の
相
対
的
重
要
性
が
減
少
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
L
ガ
ロ
デ
ィ
の
指
適
す
る
、
伝
統
的
階
級
関
係

の
激
変
は
、
組
合
活
動
や
共
産
党
の
活
動
ス
タ
イ
ル
に
も
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
始
め
て
い
る
。
共
産
党
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
階
級

を
「
知
的
勤
労
働
者
層
」
と
形
容
し
て
、
「
社
会
主
義
の
勝
利
の
た
め
に
は
、
知
的
勤
労
者
の
労
働
者
階
級
と
の
同
盟
が
真
に
．
《
主
要

な
重
要
性
》
を
も
つ
L
（
党
理
論
家
、
ポ
ー
ル
・
ポ
ッ

カ
ラ
の
言
葉
）
と
指
適
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
、

「
知
的
勤
労
者
層
」
を
党
に
多
く
引
き
つ
け
て
い
る

と
は
い
い
難
い
。

日
本
共
産
党
の
場
合

　
日
本
共
産
党
の
場
合
日
本
共
産
党
の
職
業
構
成
に

つ
い
て
は
、
党
が
一
九
六
二
年
の
三
月
末
現
在
で
、

一
〇
万
人
の
党
員
の
職
業
構
成
を
公
表
し
て
い
る
。

そ
の
後
も
の
は
、
党
大
会
の
報
告
で
大
ま
か
な
形
で

ふ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
他
補
完
的
資
料
と

し
て
、
大
会
出
席
の
代
議
員
（
約
一
、
○
○
○
名
前

成
構業

職の
員党産

共本
日

％
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8
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後
）
の
大
ま
か
な
職
業
構
成
が
あ
る
。

　
ま
ず
、
一
九
六
二
年
三
月
発
表
の
も
の
か
ら
み
て
い
こ
う
。

　
日
本
共
産
党
の
党
員
構
成
を
み
て
驚
く
こ
と
は
、
プ
・
レ
タ
リ
ァ
農
民

層
よ
り
も
プ
チ
・
ブ
ル
層
が
は
る
か
に
多
く
、
約
四
〇
％
以
上
を
占
め
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
産
業
労
働
者
、
農
民
は
約
三
五
％
、
イ
タ
リ
ア
共
産

党
員
の
一
九
六
三
年
の
職
業
構
成
と
比
較
し
て
み
る
と
日
本
共
産
党
の
党

員
構
成
の
プ
チ
・
ブ
ル
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
第
二
回
党
大
会

で
の
中
央
委
報
告
で
は
、
党
の
構
成
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
「
な
お
、
現
在
、
党
員
の
構
成
は
、
現
場
の
労
働
者
、
事
務
労
働
者

な
ど
を
あ
わ
せ
て
五
九
％
、
そ
の
他
は
、
農
民
、
勤
労
市
民
、
学
生
な
ど

の
勤
労
市
民
で
あ
り
ま
す
」
（
前
衛
、
臨
時
増
刊
害
゜
ω
目
P
う
。
。
。
。
）
。

　
党
大
会
出
席
の
代
議
員
の
職
業
構
成
は
、
第
一
〇
回
以
降
三
回
の
党
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

会
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
代
議
員
の
職
業
構
成
で
顕
著
な
こ
と
は
、
労
働
者
の
割
合
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
そ
の
代
り
、
知
識
人
・
文
化
人
の
比
重
が
高
く
な
っ
て
い
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
六
一
年
七
耳
の
党
大
会
で
は
、
知
識
人
の
割
合

は
、
わ
ず
か
三
％
で
あ
っ
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
仏
・
伊
共
産
党
と
比
較
し
て
、
日
本
共
産
党
の
場

成
構業

職の
員
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合
に
は
、
党
員
の
中
に
占
め
る
知
識
人
・
文
化
人
の
割
合
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。

構
成
の
面
に
も
、
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

2

党
員
の
性
別
・
年
令
別
構
成

こ
の
こ
と
は
、
す
ぐ
あ
と
で
述
べ
る
学
歴

　
ま
ず
性
別
構
成
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
共
産
党
の
場
合
の
具
体
的
な
数
値
は
不
明
で
あ
る
。
他
の
資
料
か
ら
推
定
し
て
言
え
る
こ
と

は
、
女
性
の
割
合
は
二
〇
％
以
下
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
フ
ラ
ソ
ス
共
産
党
の
男
女
党
員
比
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

比女
男員党

産
共

スン
ラ

フ

女
男

業職

…
粥
瀞

榔
柵
耐
衡

㎜
闘
脚
醐

％
4
6拾礁勘助競牲 る

。　
フ
ラ
ソ
ス
の
場
合
は
、
次
第
に
女
性
党
員
の
割
合
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
最
近
で
は
党
員

の
四
分
の
一
以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
共
産
党
の
場
合
は
、
一
一
回
党
大
会
で
の
中
央
委
報
告
に
よ
る
と
、
婦
人
党
員
の
比

率
は
、
三
一
・
七
％
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
一
二
回
党
大
会
に
は
、
婦
人
党
員
の

比
率
は
三
分
の
一
を
越
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
大
会
代
議
員
の
男
女
比
も
、
一
〇
回
党
大
会

時
で
は
九
四
”
六
で
あ
っ
た
が
、
一
一
回
党
大
会
に
は
、
こ
れ
が
、
九
二
・
三
”
七
・
七
と

な
り
、
一
二
回
党
大
会
で
は
、
八
九
・
四
”
一
〇
・
六
と
婦
人
代
議
員
の
比
率
が
一
〇
％
を

越
え
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
年
令
別
構
成
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ァ
共
産
党
の
場
合
は
具
体
的
な
数
字
が
な
い
。
推
定
の
デ
ー
タ
（
一
九
五
五
年
頃
）
に
よ

る
と
、
四
〇
才
以
下
の
党
員
が
六
一
％
、
四
〇
～
五
〇
才
が
二
〇
％
、
五
〇
才
以
上
が
一
九
％
を
占
め
て
い
る
。
フ
ラ
ソ
ス
共
産
党
の

場
合
は
、
一
九
六
六
年
の
時
点
で
、
二
五
才
以
下
九
・
四
％
、
二
六
～
四
〇
才
三
三
・
一
％
、
四
一
～
六
〇
才
四
〇
・
二
％
、
六
〇
才
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の
員党産

成
共
構

本
令

日
年

護
㎝
姐
㎜
爲
”
卸明

不

員
議代

会
成

大
構

党
令

回
年1

2

ﾌ
％
脇
漏
齢
卸
”
嗣
M

　
　
1
　
　
　
9
臼
　
　
4

蜥
驚
謙
瑚

3

党
員
の
学
歴
別
構
成

以
上
一
七
・
三
％
と
党
員
の
年
令
構
成
の
老
令
化
が
目
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
党
員
と

な
っ
た
時
期
区
分
を
み
る
と
、
一
九
三
九
年
（
第
二
次
大
戦
開
始
）
以
前
、
一
二
・
九
％

大
戦
中
三
・
一
％
、
一
九
四
五
～
一
九
四
七
、
一
九
・
四
％
、
一
九
四
八
～
一
九
五
八
、

二
二
・
五
％
、
一
九
五
九
～
一
九
六
六
、
四
二
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
党
員
歴

の
比
較
的
若
い
党
員
が
多
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
年
令
構
成
は
老
令
化
し
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。

　
日
本
共
産
党
の
場
合
は
、
一
九
六
二
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
つ
ぎ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
一
一
回
党
大
会
に
お
け
る
中
央
委
報
告
に
よ
る
と
、
「
党
員
の
年
令
構
成
は
、
　
一

八
才
～
三
〇
才
ま
で
が
五
四
％
、
三
一
才
～
五
〇
才
ま
で
が
四
〇
％
で
九
〇
％
以
上
が
青

壮
年
で
あ
り
ま
す
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
方
＝
面
党
大
会
の
大
会
代
議
員
の
年
令

構
成
を
み
る
と
、
上
表
と
な
っ
て
い
て
、
次
第
に
老
令
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
学
歴
構
成
に
つ
い
て
も
、
仏
、
伊
共
産
党
の
場
合
、
正
確
な
デ
ー
タ
は
存
在
し
な
い
。
一
九
五
五
年
頃
の
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
が
、

現
在
も
、
構
成
比
に
関
す
る
変
化
は
、
あ
ま
り
な
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
両
党
の
学
歴
構
成
を
み
て
驚
く
こ
と
は
、
小
卒
以
下
の
低
学
歴
層
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
大
学
卒
党
員
の
占
め
る
割
合

は
、
仏
共
産
党
四
％
、
伊
共
産
党
二
％
と
い
っ
た
低
さ
で
あ
る
。
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ユ

　
　
つ
　
　
　
ヒ

ホ
　
　
ホ

　
牌
献
㎝
T
馬

　
　
文
恥
域
㏄

注

　
イ
タ
リ
ア
の
場
合
、
党
活
動
家
五
四
名

の
学
歴
構
成
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

（
8
）

る
。　

こ
の
活
動
家
の
学
歴
水
準
を
み
て
も
中

学
以
下
の
低
学
歴
層
が
約
八
七
％
も
占
め

て
い
る
。

　
仏
、
伊
共
産
党
員
の
学
歴
構
成
と
比
較

す
る
と
、
日
本
共
産
党
員
の
学
歴
構
成
は

驚
く
ほ
ど
高
い
。
学
歴
構
成
か
ら
、
仏
、

伊
、
日
本
共
産
党
と
比
較
し
て
み
て
も
、

イ
タ
リ
ア
共
産
党
が
、
名
実
と
も
に
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
、
貧
農
の
党
で
あ
り
、
仏
共

産
党
が
イ
タ
リ
ア
共
産
党
に
つ
づ
き
、
日
本
共
産
党
は
、
完
全
に
プ
チ
・
ブ
ル
政
党
で
あ
る

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
共
産
党
員
の
学
歴
構
成
は
、
学
歴
社
会
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
相

対
的
に
学
歴
構
成
の
高
い
日
本
社
会
全
体
の
学
歴
構
成
と
比
較
し
て
も
相
対
的
に
高
い
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。

㈹
　
世
論
調
査
か
ら
み
た
支
持
層
の
特
質

成構
歴学の家動

活党

駄
瀦灘

麟
α

％
6
1
2
6
4
9
1

率
比
－
数
実
ー
　
　
「

名
3
3
1
4
2
5

㎜
1
5
4
計

卒
卒
卒
卒
校
校
校
　
　
学
学
学
学
等
小
中
高
大

％
8
6
緬
溜
朋
創

a
3
1
2
4
1
5
2
1

卒
小

卒
卒

中
編

制
中

新
旧

卒
明

学大
不
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こ
こ
で
は
、
仏
、
伊
、
日
本
三
ケ
国
で

実
施
さ
れ
た
世
論
調
査
の
デ
ー
タ
を
も
と

に
し
て
、
共
産
党
支
持
層
の
社
会
・
経
済

的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
す
る
。

三
ケ
国
で
実
施
さ
れ
た
世
論
調
査
の
時
期

は
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
が
、
大
体
過

去
一
〇
年
に
実
施
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で

あ
る
。1

日
本
共
産
党
支
持
層
の
特
徴

　
口
本
共
産
党
支
持
層
の
社
会
的
属
性

は
、
大
ま
か
な
と
こ
ろ
大
体
つ
ぎ
の
よ
う

な
属
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
ま
ず
、
男
女
別
で
は
、
男
性
の
支
持
が

よ
り
多
く
、
年
令
別
で
は
四
〇
才
以
下
の

支
持
か
支
持
層
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め

て
い
る
。
職
業
別
で
み
る
と
、
自
営
業
、

専
門
、
技
術
職
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ヵ
ラ
ー
、

性
属的

会社の
層

持
支党

産共本
日

体全

党
層

産
持

共
支

体
全

党
層

産
持

共
支

認
灘
鴇
羅

0
3

8
2
5釧
釧髄

P
屑阻
」6

シ
学
中
高
大
大
他

　
　
新
新
短
新
勧

　
　
小
中
門
大
咀

ナ
小
高
旧
専
旧
不

学

歴

囎
鶴
瀞

瀞

釧噂
劃圏
3

9

　
上
中
下
　
い

　
　
　
　
　
な

ヒ
：
・
下
識

　
　
　
　
　
K

　
中
中
中
　
　
D

階
層
意
識

粥
鵬
麗

刷鵬
訓脚
訓廊
3
1

甑
ー

3
1
0

市
上
万
満
部

都
以
娼
未

大
万
㌃

1
2
P
5

T
5
郡

都
市
規
模

鰯
鵬

刎

随

3
3
7

男
女

性
別

㌶
粥
翻

訓悌
釧岡
3
3
」

1
4
P
3
U

2
9
R
9
S
9
T
9

～
～
～
～
～

2
0
R
0
S
0
T
0
U
0

年
　
　
令

鵬
鵬
田
姐
蛎
㎜
脚
B
”
鴎

3
5

訓阻

画B 0
　
0

6
　
0

1
　9
白

㎜
認
”

漁
営
賄
職
惣
婦
生
棚
．

林
弘
理
、
職
げ
学
価

　
　
ド
　
務
務
　
　

の

農
自
専
管
事
労
主
大
そ
ナ

職

業

姻號薙勲鰍砂団拘知ズ㍗鯉胸錯
且

乱

こ

乏剖大
り

は脚蠣錐隙
口㍍

あ

歴磁購

　
゜
べ

6
査
す

年
調
は

7
1_
値

1
9｢
数

注
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ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー
か
ら
よ
り
多
く
支
持
を
受
け
、

学
歴
水
準
別
の
支
持
で
は
、
中
学
歴
か
ら
高
学
歴

層
の
間
で
の
支
持
が
高
く
、
階
層
意
識
の
面
で
は
、

中
流
の
下
層
な
い
し
、
下
流
階
級
か
ら
よ
り
多
く

支
持
を
受
け
、
大
都
市
、
中
都
市
の
居
住
者
に
支

持
が
高
い
。
こ
う
し
た
支
持
層
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら

み
て
も
、
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
な
現
業
労
働
者
階
級

の
党
で
は
な
く
、
中
産
階
級
な
い
し
、
ブ
チ
・
ブ

ル
階
級
の
党
と
い
っ
た
方
が
党
の
特
徴
を
つ
か
み

や
す
い
で
あ
ろ
う
。

　
つ
ぎ
に
、
一
九
六
八
年
以
来
過
去
六
年
間
の
間

で
、
階
層
別
の
日
本
共
産
党
支
持
率
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
の
か
、
み
て
み
よ
う
。

　
全
体
の
支
持
は
、
一
九
六
八
年
か
ら
一
九
七
四

年
の
六
年
間
に
二
・
三
倍
に
増
加
し
た
。
二
．
三

％
か
ら
五
・
三
％
ま
で
支
持
率
は
拡
大
し
た
。
年

令
別
で
は
、
二
〇
代
後
半
で
の
支
持
は
、
一
九
七

四
年
に
は
、
九
・
一
％
ま
で
増
加
し
た
。
四
〇
代

率持支党
産共本

日別層階

浴
2
ρ
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4
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潟
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．
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∂
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⑧
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～
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聞
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朝
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も

以
下
の
年
令
階
層
で
は
、
全
国
平
均
値
を
h
ま
わ
っ
て
い
る
が
四
〇
代
以
上
の
年
令
階
層
で
は
、
六
年
間
に
支
持
率
は
上
昇
し
た
も
の

の
、
全
国
平
均
を
上
ま
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
職
業
別
で
は
ど
の
層
で
も
支
持
率
が
増
加
し
た
が
、
増
加
率
で
は
、
自
営
・
商
工
業

者
で
の
増
加
率
が
や
や
低
く
な
っ
た
。
過
去
六
年
間
の
数
値
で
み
て
も
、

や
は
り
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
で
の
支
持
率
・
が
高
い
。

2

イ
タ
リ
ア
共
産
党
支
持
層
の
特
徴

　
イ
タ
リ
ア
の
場
合
、
コ
マ
シ
ャ
ル
・
ベ
ー
ス
で
お
こ
な
わ
れ
た
世
論
調

査
は
多
く
あ
る
が
、
全
国
レ
ベ
ル
で
お
こ
な
わ
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
調

査
は
数
が
少
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ
γ
大
学
の
比
較
代

議
政
研
究
の
↓
環
と
し
て
、
ω
鋤
日
ロ
①
一
寓
゜
し
d
舜
。
層
霧
が
、
　
一
九
六
八
年
の

下
院
選
挙
後
に
お
こ
な
っ
た
全
国
調
査
（
サ
ン
プ
ル
数
二
、
五
〇
〇
、
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

査
は
、
ロ
ー
マ
の
調
査
…
機
関
O
H
ω
国
幻
が
お
こ
な
っ
た
）
の
デ
ー
タ
を
も

と
に
し
て
、
イ
タ
リ
ア
共
産
党
支
持
層
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
ま
ず
、
政
党
支
持
の
割
合
と
政
党
支
持
中
に
占
め
る
男
女
の
割
合
を
み

て
お
こ
う
。

　
共
産
党
の
支
持
率
で
あ
る
が
、
共
産
党
の
支
持
層
は
、
共
産
党
支
持
を

か
く
そ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
て
、
選
挙
で
の
得
票
率
の
半
分
以
下
と
な

っ
て
い
る
。
女
性
は
、
男
性
よ
り
も
教
会
に
い
く
割
合
が
多
く
、
従
っ
て

比女
男

率
持支党政　

　
　
　

ア
リタイ

女

O
　
　
．

男率持
支

名
党政

4
0
@
3
0
　
3
3
　
3
1
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7
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0
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6
9
　
3
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5
7
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0
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詣
胴
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揺
郵
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ω
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党
会
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リタイ

一統ア
リタ

レロ

。
フ

党
主民会社ア

リタイ

党和共ア
リタイ

党主
民

教
ト

ス
リ

キ

党
由自

ア
リタイ

党王

党
ト

スシアブ
　

オ
ネ

層
K

●

D
持支党

政
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持
支党

倣朝
年泓

層階O
　
　
●

ア
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ル
数

プンサ
実

の
党他の

ぞ
政

会
党

　
主

社
民

党産
共
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ス
主

リ
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キ
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1
9
P
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P
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4
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4
3
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下
才
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以
6
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才
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才

∩
U
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4
　
　
濯
4
　
　
ρ
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級

階
瓢
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二

産
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5
0
X
1
U
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n
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n
j
　
　
9
臼

2
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Q
9
Q
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1
8
Q
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P
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2
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P
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3
2
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才
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以
6
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以

才
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才
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4
　
　
4
　
　
ρ
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級
労

2
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O
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S
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9
臼
　
9
臼
　
－

3
1
Q
2
P
6

9
1
3
7

1
5
P
4
X

4
5
T
0
U
8

下
才
上

以
6
0
以

才
～
才

0
　
　
0
　
　
0

4
　
　
4
ム
　
ρ
0

鰯
）

鰯
臨

　
k
ー
・
＝

他
」
2
2
N

の
生
　
（

そ
学

8
5

2
4

男
性
よ
り
も
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
を
支
持
す
る
割
合
は
、
ず
っ
と
高
い
。
特
に

独
身
の
女
性
は
、
若
い
年
令
層
、
高
年
令
層
を
問
わ
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
支

持
で
あ
る
。
既
婚
婦
人
は
、
夫
の
影
響
下
に
あ
る
場
合
が
多
い
。

つ
ぎ
に
階
層
お
よ
び
年
令
別
政
党
支
持
率
を
み
て
み
よ
う
。

共
産
党
の
支
持
率
が
全
国
平
均
一
二
・
四
％
を
上
ま
わ
る
の
は
、
労
働
者
階
級

の
四
〇
才
以
下
、
四
〇
～
六
〇
才
、
六
〇
才
以
上
と
、
そ
の
他
の
四
〇
才
以
下
、

四
〇
～
六
〇
才
の
層
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
他
は
家
庭
主
婦
が
多
く
、
夫

の
政
党
支
持
の
影
響
を
受
け
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
政
党
支
持
層
別
に
教
会

へ
の
出
席
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

イ
タ
リ
ア
で
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
会

を
バ
ッ
ク
に
も
っ
て
い
る
。

3

フ
ラ
ン
ス
共
産
党
支
持
層

の
特
徴

こ
こ
で
用
い
る
デ
ー
タ
は
、

九
四
八
年
か
ら
一
九
六
六
年
ま
で

況
状席出

会傲
矧

持
支党

政

鰯
硲
⑳
4
、吻

1
0

％
1
2
　
1
6
　
2
4
　
2
4
　
2
4

吻
1
0

4
8
ω
臨
i
㎜
撫

席
　
々
　
々
　
い
　
い
出
時
　
　
な
蹴
筋
　
に
な
計
－
の
　
　
た
然
週
　
年
　
　
　
っ
毎
　
1
　
時
　
め
　
全
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化変比成

備朝
年い

　
性の

者定予
票

投党産共

％
6
3
　
3
7
％
3
2
　
3
4
　
2
3
　
1
1

％
6
1
　
3
9
％
3
3
　
3
2
　
2
3
　
1
2

％
6
5
　
3
5
％
3
5
　
3
1
　
2
4
　
1
0

％
研
　
3
9

％
4
2
　
3
5
　
1
9
　
4

「
　
「

％
3
9
　
3
6
　
1
5
　
1
0

男
　
女

性
　
別

年
令
別

約
、
八
年
間
、
各
種
国
政
レ
ベ
ル
の
選
挙
の

際
お
こ
な
わ
れ
た
世
論
調
査
結
果
に
も
と
づ

　
　
（
1
0
）

い
て
い
る
。

ま
ず
、
共
産
党
投
票
予
定
者
の
性
別
、
年

令
別
構
成
比
の
変
化
を
選
挙
時
の
時
系
列
を

追
っ
て
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
性
別
に
共
産
党
予
定
投
票
者
の
特
徴
上

を
み
る
と
、
約
一
五
年
間
ず
っ
と
男
％
の
支
別

持
が
六
〇
％
を
越
え
て
お
り
、
女
性
の
支
持
職

は
四
〇
％
を
ず
っ
と
割
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
者

る
。
イ
タ
リ
ア
の
場
合
と
同
じ
く
、
共
産
党
野

は
、
女
性
の
支
持
者
は
男
性
に
比
較
す
る
と
鍛

少
な
い
と
言
え
る
・
　
　
　
　
薙

　
つ
ぎ
に
年
令
別
構
成
比
の
推
移
を
み
る
と

二
〇
～
三
四
才
の
年
令
階
層
で
は
、
次
第
に

構
成
比
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
逆
に
、
五

〇
～
六
四
才
の
年
令
階
層
で
構
成
比
が
増
大

傾
向
に
あ
る
ρ
こ
の
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、

化変ヒ成構業
の

定

年6
6

1
9

年6
5

1
9

年6
2

1
9

年5
8

1
9

年5
2

1
9

年4
8

1
9

層
階業職

％
9
9
2
1
4
6
　
　
1
6

％
8
7
1
7
5
1
　
　
1
7

％
5
6
1
3
5
1
7
1
8

％
6
1
4
2
0
4
3
1
7

％
1
3
9
1
3
3
8
3
2
4

％
2
2
6
1
3
3
7
　
　
2
2

民
理
　
部

　
管
　
幹

　
，
　
級

　
者
　
中

　
，
自
者

　
人
，
用

農
商
職
雇

者
者
職

　
職

　
退

働
者

　
活

　
生

　
金

労
年
無

㎜㎜
m

o
o

lo
o

l
o
o

1
計
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フ
ラ
ン
ス
の
人
口
構
造
の
変
化
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
共
産
党
の
支
持
層
が
次
第
に
老
令
化
し
つ
つ
あ
る
証
拠
で
あ
ろ

う
。　

つ
ぎ
に
、
同
じ
く
、
共
産
党
投
票
予
定
者
の
、
職
業
別
構
成
比
の
変
化
を
選
挙
時
の
時
系
列
を
追
っ
て
み
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
労
働
者
の
比
重
は
、
一
九
六
二
年
ま
で
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
が
、
一
九
六
五
年
以
降
は
横
ば
い
と
な
り
、
や
や
減
少
ぎ
み
で
あ

る
こ
と
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
「
新
し
い
労
働
者
階
級
」
と
い
わ
れ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公
務
員
、
中
級
管
理
職
の
占
め
る
割
合

が
次
第
に
高
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
一
方
、
農
民
は
、
一
九
四
八
年
の
選
挙
で
は
、
共
産
党
投
票
予
定
者
の
二
二
％
を
占
め
て
い
た
が
、
一
九
六
二
年
の
選
挙
で
は
五
％

ま
で
さ
が
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
六
五
年
、
一
九
六
六
年
と
ま
た
農
民
の
構
成
比
は
次
第
に
増
大
傾
向
に
あ
る
。
商
人
、
産
業

経
営
者
、
上
級
管
理
職
、
自
由
業
の
人
々
の
構
成
比
は
、
選
挙
の
た
び
毎
に
構
成
比
は
変
化
し
て
お
り
、
一
貫
し
た
傾
向
は
な
い
。

注
に
つ
い
て

　
注
の
文
献
お
よ
び
番
号
は
、
参
考
文
献
の
一
連
番
号
で
あ
る
。

　
　
（
は
じ
め
に
お
よ
び
ー
の
部
分
）

（
1
）
こ
こ
で
い
う
比
較
政
治
社
会
学
の
立
場
と
い
う
の
は
、
特
別
な
内
容
、
方
法
論
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
通
常
い
わ
れ
て
い
る
政
治
社
会
学
の

　
こ
と
で
あ
る
。
政
治
社
会
学
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
綿
貫
譲
治
編
、
政
治
社
会
学
、
社
会
学
講
座
7
巻
、
東
大
出
版
会
を
参
照
し
て

　
ほ
し
い
。

（
2
）
先
進
資
本
主
義
諸
国
に
つ
い
て
も
、
は
っ
き
り
し
た
分
類
基
準
は
な
い
。
あ
え
て
基
準
を
と
る
と
す
れ
ば
、
石
炭
消
費
量
に
換
算
さ
れ
た
一
人

　
当
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
高
い
順
に
上
位
か
ら
二
十
二
位
ま
で
の
国
で
、
共
産
圏
諸
国
を
除
く
、
と
で
も
し
て
お
く
。



9
2

（
3
）
以
下
に
つ
い
て
は
文
献
3
2
、
3
4
を
参
照

（
4
）
以
下
に
つ
い
て
は
、
文
献
3
、
お
よ
び
8

（
5
）
　
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
は
、
イ
タ
リ
ア
の
場
合
の
よ
う
に
は
さ
い
ぜ
ん
と
地
域
に
よ
る
差
は
な
い
。
地
域
を
分
け
る
と
す
れ
ば
、
口
本
の
場
合
の
よ

う
に
、
社
会
・
経
済
指
標
に
よ
っ
て
機
能
的
に
分
類
す
る
し
か
な
い
。
こ
こ
で
は
、
デ
ー
タ
が
入
手
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
県
（
U
8
母
9
ヨ
Φ
暮
）

単
位
に
み
た
。

（
6
）
3
地
域
に
ど
の
地
方
を
入
れ
る
か
、
は
っ
ぎ
り
し
た
基
準
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
文
献
1
1
、
第
2
章
で
は
、
ロ
ー
マ
地
域
を
南
部
に
含
め
て

　
い
る
。

（
7
）
以
下
に
つ
い
て
は
、
ρ
日
碧
「
o
ミ
の
文
献
1
7
を
参
照

（
8
）
こ
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
杣
正
夫
編
、
国
民
の
選
択
（
一
九
七
三
）
の
中
の
筆
者
の
論
文
を
み
て
ほ
し
い
。

　
（
皿
の
部
分
）

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

以
下
に
つ
い
て
は
、
文
献
3

文
献
3
お
よ
び
文
献
2
7

以
下
に
つ
い
て
は
文
献
3

八
八
頁
参
照

文
献
1
1
に
よ
る

各
大
会
毎
に
資
格
審
査
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た
も
の

文
献
2
7
に
よ
る

文
献
1
1
に
よ
る

以
下
で
述
べ
る
数
値
は
、
全
て
文
献
2
1
に
よ
る
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3

（
1
0
）
以
下
で
述
べ
る
数
値
は
、
全
て
文
献
3
0
に
よ
る

参
考
文
献
（
以
下
は
、
決
し
て
三
ケ
国
に
関
す
る
綱
羅
的
な
も
の
で
は
な
い
）

　
　
　
〔
三
ケ
国
に
共
通
な
い
し
は
一
般
的
な
も
の
〕

－
い
β
。
冨
δ
日
げ
巽
四
し
。
ω
Φ
9
°
．
、
勺
。
ま
。
巴
勺
葺
鴇
o
。
犠
8
ヨ
帥
ロ
住
9
凶
ω
δ
O
。
〈
①
旨
ヨ
①
ヨ
…
宰
Φ
コ
9
曽
巳
富
ぎ
昌
6
8
欝
ω
一
ω
゜
．
、
ζ
置
藷
ω
梓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
¢
「
昌
国
一
〇
h
勺
O
一
一
二
〇
①
一
ω
O
凶
O
昌
6
①
卜
○
　
（
7
一
餌
《
　
　
㊤
O
G
Q
）
“
一
一
刈
ー
一
幽
ト
の
゜

2
U
。
α
q
笛
p
寓
舞
①
凶
゜
、
．
勺
。
ま
。
巴
Ω
＄
話
α
q
。
拶
巳
ω
8
巨
ω
＃
簿
一
h
冨
二
8
ぎ
宰
坦
8
§
血
犀
国
望
、
．
ぎ
ω
゜
ζ
゜
＝
窃
曾
ロ
巳
ω
゜
図
鼻
評
潜
p

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
α
ω
゜
勺
9
0
「
e
団
　
ω
冤
ω
け
Φ
旨
拶
昌
山
＜
O
け
①
「
》
一
凶
ぴ
q
昌
H
口
①
旨
け
ω
゜
一
㊤
①
刈
植
　
層
℃
°
一
N
り
ー
一
㊤
0
°

3
　
　
0
「
¢
Φ
昌
O
℃
渦
『
げ
O
日
鋤
ω
瓢
゜
．
、
］
リ
ゴ
O
O
O
ヨ
ヨ
⊆
ロ
一
ω
叶
勺
⇔
「
餓
O
ω
O
h
犀
曽
一
鴇
蝉
昌
住
聞
『
舜
◎
昌
O
①
”
〉
ω
酔
屋
α
団
O
h
O
O
ヨ
℃
口
Ω
「
⇔
甑
く
①
O
O
ヨ
ヨ
⊆
昌
凶
ω
目
ご
℃
℃
♂
く
O
ユ
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
O
一
一
二
〇
ω
悼
一
　
（
0
6
什
゜
一
り
①
Q
◎
）
“
H
！
ω
Q
◎
°

45678

西
平
重
喜
、
選
挙
の
国
際
比
較
ー
西
ヨ
ー
ロ
　
’
と
日
本
ー
　
一
九
六
九
年

〆
。
弓
評
≦
国
冨
「
°
、
類
。
蒔
宣
α
q
Ω
霧
ω
○
。
日
ヨ
＝
巳
゜
。
日
ぎ
竃
婁
興
昌
国
霞
8
9
。
開
寄
叶
凶
8
巴
。
「
Z
8
－
「
巴
8
鼻
．
、
＞
B
巴
8
昌
ω
8
凶
♀

　
　
　
　
　
　
　
　
o
α
q
ぎ
巴
幻
。
≦
①
≦
ω
①
（
一
）
①
O
°
　
一
㊤
刈
一
）
”
リ
コ
ー
㊤
゜
。
蔭
゜

〔
イ
タ
リ
ア
〕

ピ
碧
巴
。
ヨ
σ
霞
餌
し
。
ω
Φ
9
°
．
、
↓
冨
ぎ
冨
口
匡
㊦
a
8
ω
9
。
ロ
ユ
匪
①
℃
「
。
巳
。
ヨ
。
h
閑
①
凛
①
ω
①
昌
蒔
巴
8
°
、
．
〉
ヨ
巴
8
昌
勺
σ
ま
。
巴
ω
。
凶
。
昌
8

　
　
　
　
　
　
　
　
菊
①
〈
陣
①
≦
ミ
（
ω
9
梓
゜
H
O
巳
）
“
①
蕊
1
『
8
°

　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
．
、
冨
望
閃
茜
σ
q
ヨ
。
耳
巴
。
p
一
の
。
巨
凶
。
p
帥
巳
≧
凶
Φ
慈
二
。
p
．
．
ぎ
ピ
ξ
①
弩
α
ω
゜
＜
①
「
げ
p
①
血
ω
゜
勺
。
ま
6
巴
O
葺
霞
。
き
血

　
　
　
　
　
　
　
　
℃
〇
一
凶
辞
凶
O
坦
一
　
一
）
①
〈
O
一
〇
b
ヨ
①
昌
θ
博
　
一
〇
①
㎝
℃
　
層
b
°
b
Q
c
o
b
o
l
ω
b
Q
㊤
゜

国
血
①
一
ヨ
p
o
昌
響
7
一
口
「
「
凶
《
°
．
、
O
①
二
ω
O
ω
O
h
喝
一
口
O
梓
＝
坦
低
O
昌
ロ
o
一
昌
勺
O
》
鐸
一
四
円
ω
口
b
℃
O
円
け
　
O
｛
　
梓
ゴ
O
　
犀
9
＝
帥
昌
　
∩
O
ヨ
日
口
昌
凶
ω
梓
　
℃
β
δ
「
け
冤
　
ω
凶
昌
O
①
　
一
㊤
癖
Φ
゜
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901112131415161718191

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
冒
ロ
旨
巴
o
h
℃
o
洋
凶
8
卜
。
O
（
〉
二
σ
q
口
ω
樽
　
一
㊤
α
Q
Q
）
”
器
α
ー
O
鴇
゜

Ω
巴
拝
O
凶
。
邑
。
°
、
．
冨
ぎ
鵠
O
。
ヨ
ヨ
琶
凶
弩
゜
．
．
ぎ
≦
国
゜
O
「
蓬
登
巴
ρ
6
。
ヨ
日
毒
凶
ω
ヨ
ぎ
曽
「
8
。
…
∩
。
巨
一
崖
圃
ヨ
O
冨
躍
ρ
・
。
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
0
ω
凶
8
あ
o
＜
§
一
）
δ
崔
叶
⑦
゜
＜
o
ド
ど
6
①
♪
弓
゜
ω
9
ー
ω
゜
。
ω
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
O
昌
Φ
8
耳
≦
暮
9
ρ
．
、
一
）
①
8
『
ヨ
ぎ
⇔
暮
ω
。
h
＜
〇
二
昌
α
q
u
d
Φ
匿
〈
δ
ξ
ぎ
冨
亨
〉
い
ぎ
①
碧
O
碧
沼
一
ζ
。
α
巴
。
h
＞
墨
ぞ
ω
す
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
竃
゜
U
。
σ
Q
雪
⇔
巳
ω
゜
勾
o
葵
き
”
巴
ω
゜
O
§
昌
二
3
甑
〈
①
国
8
δ
ぴ
q
貯
巴
〉
き
ぐ
゜
・
団
ω
ぎ
9
。
ω
o
。
邑
o
D
。
凶
8
8
ρ
ち
①
㊤
゜
署
．

　
　
　
　
　
　
　
　
卜
⊃
ω
α
ー
O
Q
Q
ω
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
m
巳
中
p
。
昌
9
≧
｛
8
ω
o
°
勺
9
。
叶
什
o
ヨ
ω
9
℃
o
澤
貯
巴
℃
自
。
穽
一
9
冨
二
〇
昌
圏
昌
岸
巴
《
°
ら
ざ
゜

留
詳
o
昌
O
凶
o
〈
僧
暮
凶
゜
、
、
国
ロ
「
8
8
ロ
勺
o
葎
8
巴
℃
母
梓
δ
ω
“
日
冨
9
°
。
Φ
o
囲
℃
9
碧
凶
ω
①
α
コ
霞
巴
♂
ヨ
゜
、
、
ぎ
臼
゜
冨
冨
δ
B
σ
β
。
話
潜
己
竃
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
≦
①
言
①
「
”
巴
゜
。
°
℃
o
洋
凶
o
巴
貯
「
9
の
き
Ω
℃
9
三
＄
＝
）
①
〈
o
δ
”
ヨ
〇
三
口
り
①
①
゜
冨
」
ω
刈
ー
一
δ
゜

内
o
伽
q
餌
p
Z
自
ヨ
き
゜
．
、
犀
①
ぎ
昌
O
o
日
8
＝
三
の
β
芸
㊦
≦
o
蒔
凶
轟
Ω
⇔
ω
゜
・
拶
巳
O
お
①
三
N
巴
9
9
0
一
三
ω
β
、
、
旨
o
ロ
ヨ
巴
o
h
℃
巳
己
8
卜
。
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〉
仁
舳
四
¢
ω
け
　
一
㊤
①
①
）
＆
日
－
紹
㎝
゜

日
鍵
δ
～
ω
凶
号
①
矯
ρ
勺
o
ω
き
什
O
o
ヨ
ヨ
ニ
三
ω
ヨ
貯
ω
暮
冨
ヨ
犀
四
ぎ
H
㊤
①
刈
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
、
．
℃
。
ま
。
巴
U
爵
房
ヨ
き
α
一
け
培
9
。
p
O
。
ヨ
ヨ
ニ
三
ω
β
．
．
〉
°
℃
°
ω
゜
即
2
（
7
貞
国
「
O
ず
　
一
り
①
刈
）
“
ω
㊤
i
q
ω
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
、
、
国
8
き
巨
6
U
Φ
＜
色
ε
ヨ
①
三
塑
巳
一
げ
o
日
「
碧
ω
8
『
日
巴
8
0
＝
9
一
け
巴
圃
磐
℃
輿
曙
留
ω
仲
①
β
．
．
9
∋
B
「
巴
＜
①
宮
澤
8
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
一
9
ρ
コ
ニ
蝉
機
団
　
一
㊤
⑦
㊤
）
二
日
ー
易
。
。
°

　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
、
、
↓
9
℃
o
＝
旨
巴
国
8
ぎ
ヨ
《
。
h
Q
。
8
α
q
8
什
凶
。
『
O
。
ヨ
ヨ
彗
凶
ω
日
ぎ
ω
〇
三
冨
ヨ
冨
ζ
”
お
①
㌣
6
ざ
）
』
8
3
巴
o
噛
℃
o
一
三
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
膳
（
国
①
σ
」
O
鳶
）
”
㊤
ω
1
旨
ω
゜

国
碧
犀
∋
①
さ
U
8
巴
ユ
『
竃
゜
d
昌
ξ
ぎ
U
貯
Φ
邑
蔓
”
岸
β
。
＝
o
昌
O
o
ヨ
ヨ
ロ
三
ω
ヨ
雪
斜
島
①
≦
o
ユ
伽
し
㊤
①
゜
。
°

＝
。
α
q
①
三
σ
Q
°
q
、
ピ
9
。
葺
2
8
国
゜
．
．
菊
巴
σ
q
凶
o
＝
。
・
印
巳
Ω
器
ω
田
ω
①
ω
o
h
℃
o
澤
8
巴
O
。
邑
凶
。
二
昌
ぎ
ぎ
、
、
〉
ヨ
巴
8
ロ
冒
ロ
旨
巴
o
h
ω
。
。
凶
。
δ
α
q
団

響
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2
0

2
1

2232422
5
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